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	児童相談所業務システム
ＡＳＰサービス提供事業委託業務
企　画　提　案　書
企画提案者名　　　　　　　　　　　　　



※企画提案書の記載、作成に当たっては、《記載に当たっての留意事項》を参考とすること。
１　企画提案事業者の業務遂行能力について
（１）児童相談業務及び情報処理システムに関する専門性
　　　（児童相談業務及び情報処理システムに関する知識・専門的技術を有しているか記載してください。）
　　
　
（２）他自治体への導入実績
　　　（児童相談所業務システムの他自治体への導入実績について記載してください。）
　
２　事業の効果的な実施に向けた取り組みについて
（１）事業実施の体制
（当該委託業務を遂行するのに必要なＡＳＰサービス提供体制及び管理体制が整っているか記載してください。）　
（２）業務スケジュール
　　　（プロジェクト管理、スケジュールの現実性及び妥当性、データ移行の手法などについて記載してください。）
　
３　システム機能について
（１）システム概要
　　　（機能要件を満たしているか。データ入力の容易性・機能性・効率化への工夫、情報共有及び進行管理が確実に行えるか記載してください。）
　　
（２）安全対策
　　　（情報漏えい対策、データのバックアップの方法など、システムの具体的な安全対策を記載して下さい。）
４　運営保守体制について
（１）システム運用・保守
　　（運用後の保守やサポート体制、トラブル発生時等の対応、稼働後の運用保守の内容及び費用について記載してください。）
５　所要経費の積算について
（経費の見積もり内容は適正で、当該委託業務の適切な執行が期待できるか記載してください。）
	区分
	科目
	積算額
	積 算 内 訳
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小計a
	
	
	

	
	計b
	
	

	
	消費　税等c
	
	b×0.１０（円未満切捨）

	合計d
	
	b＋c


　
《記載等に当たっての留意事項》
	【１．企画提案書の作成】
（１）本様式は、企画提案書の標準的なフォーマットをお示ししたものであり、体裁等は自由に変更することができます。
（２）「２－（１）事業実施の体制」は、当該事業の拠点となる事業所についても記載してください。
（３）「４－（１）システム運用・保守」は、稼働後の保守内容や費用についても記載してください。
（４）企画提案書は、１事業者１提案とします。
（５）企画提案書は、Ａ４縦版とします（両面記載可）。
（６）企画提案書の提出部数は８部とします（事業者名を記入したもの：１部、事業名を記入していないもの：７部）。
（７）企画提案に要する経費は企画提案者の負担とし、提出された書類の返却はしません。


